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1　は　じ　め　に

福島県の酒造用掛米には．「トヨニシキ」，「チヨニシキ」．

「はなの舞」などの一般食用品種が用いられている。しか

し，これらの酒造特性が必ずしも良好とはいえず．改良が

求められてきた。そのため，これまで実施してきた超多収

系統選抜試験において．多収性が確認された「ふくひびき」

について，1991年より掛米品種選抜試験を実施してきた。

その結果．「ふくひびき」が酒造用掛米として適すること

が確認されたのでその収量性と酒造用掛米としての特性に

ついて報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次

超多収系統選抜試験は，1988年～1992年に，酒造用好適掛

米品種選抜試験，掛米の適特性解明試験は，1991～1992年

に実施した。

（2）栽植様式

超多収系統選抜試験は，稚苗．手植え．1988年は30cm×15

mとし，他の年は30cmx16cmとした。酒造用好適掛米品種

選抜試験，掛米の適格性解明試験は．稚苗，機械植え，30

皿×16皿に設定した。

表1超多収系統選抜試験（会津支場）

（3）施肥臭く短／a）

超多収系統選抜試験は，基肥としてP205，K20は各

1．2，ようりん4，堆肥300，NO．9kg／a施し，追肥として

NO．2kg／aを1988年は出穂前15日，出穂後5日，他の年は

出穂前25日，出穂前15日，出穂後5日に施用した。酒造用

好適掛米品種選抜試験は基肥としてNO．5（梼肥）及び0．7

k／a（多肥A，B）とP705．K20は各1，2，ようりん

4，堆肥100kg／aを施した。追肥はNO．2k／aを出穂前

25日（榛肥，多肥A）．出穂前15日（多肥B）に施用した。

3　試験結果及び考察

「ふくひびき」の出穂期は，「アキヒカリ」と「トヨニ

シキ」の中間で．早生の晩に属する。草型は，「アキヒカ

リ」並の梓長で，「トヨニシキ」より穂数が少ない穂重型

である。収量は「アキヒカリ」対比で108％と明らかに多

収である。また「ふくひびき」は耐倒伏性が強く，収量は

多肥にするはど増加する。品質は「アキヒカリ」並である

（表1）。多肥にした場合には単位面積当り籾数が増加し，

登熟歩合の低下が少ないので，増収に結びついている。し

かし，収量が多肥B区（83．5kg／a）の水準までなると品

質が低下する。その原因としては一穂籾数の増加が主に二

次枝梗樹の増加によるので，未熟粒が多くなったためと考

えられる（表2）。

品　 種　 名
出 穂 期 成 熟 期 梓　 長 穂　 良 穂　 数 倒　 伏 粗 玄 米 垂 千 拉 重 品　 質

（月 目） （月 日） （C血） （cIn ） （本 ／ ポ） （0 ～ 5 ） （k g ／ a ） （g ） （1 － 9 ）

ふ く ひ び き 8 ．4 9 ．18 8 0 ．4 19 ．3 4 5 3 0 ．0 9 2 ．2 2 2 ．2 4 ．3

ア キ ヒ カ リ 8 ．1 9 ．13 8 0 ．1 18 ．1 5 3 1 0 ．6 8 5 ．3 2 1 ．0 4 ．3

ト　ヨ ニ シ キ 8 ．9 9 ．2 1 9 1 ．1 1 9 ．2 5 4 2 1 ．5 8 1 ．1 2 1 ．0 2 ．5

注．1988年～1992年（1989年を除く）の平均値。

表2　掛米の適特性解明試験（1992年，会津支場）

区
品 種 名

出 穂 期 成 熟 期 梓 長 穂 長 穂 数 1 種 籾 数 豊 熟 歩 合 倒 伏 精 玄 米 垂 千 校 重 等 級

名 （月 日 ） （月 日 ） （皿 ） （CⅡI） （本 ／ ポ ） （拉 ） （％ ） （0 ～ 5 ） （k ／ a ） （g ） （1 － 9 ）

標
ふ く ひ び き 8 ． 7 9 ．17 6 9 ．9 18 ．1 3 6 7 9 4 ．2 88 ．3 0 ．0 74 ．9 2 4 ．8 3 ．0

チ ヨ ニ シ キ 8 1 1 9 19 7 9 2 19 6 4 5 6 7 4 3 89 9 0 0 7 1 ．8 2 3 ．6 3 ．0

肥 ト ヨ ニ シ キ 8 ．10 9 ．18 8 0 ．4 18 ．0 4 9 9 7 5 ．0 8 7 ．3 0 ．0 7 1 ．3 2 2 ．2 3 ．0

多 ふ く ひ び き 8 ． 7 9 ．17 7 3 ．7 17 ．8 4 1 7 9 6 ．8 83 ．7 0 ．0 8 1 ．2 2 4 ．5 3 ．0

肥 チ ヨ ニ シ キ 8 ．1 1 9 ．19 8 5 ．6 19 ．5 5 2 0 7 7 ．1 8 2 ．3 0 ．0 7 7 ．2 2 3 ．4 3 ．0

A ト ヨ ニ シ ヰ 8 ．1 1 9 ．18 8 5 ．7 18 ．3 5 3 6 8 0 ．7 7 5 ．6 0 ．0 7 3 ．9 2 2 ．3 2 ．0

多 ふ く ひ び き 8 ． 7 9 ．17 7 7 ．4 19 ．2 4 4 6 9 9 ．5 7 6 ．2 0 ．0 8 3 ．5 2 4 ．5 5 ．0

肥 チ ヨ ニ シ キ 8 ．1 1 9 ．2 0 8 6 ．4 19 ．6 5 0 8 8 3 ．1 8 0 ．6 0 ．0 7 9 ．6 2 3 ．7 3 ．0

B ト ヨ ニ シ キ 臥 1 1 9 ．18 8 9 ．9 18 ．7 5 3 5 8 4 ．5 7 4 ．1 0 ．3 7 5 ．0 2 2 ．9 3 ．0
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次に．酒造適性についてみると．精米特性は，挫折硬阻

圧砕硬度ともに「トヨニシキ」よりやや劣るが．精米によ

る砕け米が少なく良好である（表3，表4）。白米の成分

及び消化性は，吸水性，蒸米吸水率ともに「トヨニシキ」

より劣るが掛米としての適性範囲内にある。酒造適性判定

上，重視される粗蛋白含量は，「トヨニシキ」より低い

（表4）。この粗蛋白含量と施肥法の関係についてみると．

窒素施肥量が増加するに従って「ふくひびき」の粗蛋白含

量は高くなるが，同じ施肥水準では，「トヨニシキ」のそ

れより低い傾向にある。実際に酒を醸造した試験では，ア

ミノ酸皮が少ない良質酒が得られた。この結果「ふくひび

き」は一般酒の掛米として充分対応できるものと考えられ

る。

表3　玄米の性状（1991年．ハイテクプラザ会津若松技術支援センター）

品　種　名
拉　長　　　　粒　幅　　　　拉　厚

平均　　CV　　平均　　CV
挫折硬度　　　　圧砕硬度

平均　　CV　　平均　　CV　　平均　　CV
ふくひびき　　　5．0　　　4．8　　　2．9　　　7．5　　　2．2

ト　ヨニシキ　　　5．1　　3．9　　　2．9　　　6．1　　2．1

5．0　　　6．7　　14．8　　　7．3　　15．0

7．0　　　8．2　　12．0　　10．3　　14．1

表4　白米の成分及び消化性（1991年～1992年，ハイテクプラザ会津若松技術支援センター）

吸　水　性　　　　　　　　　消　　化　　性

年次　品種名　竿％日課　雷　雲歪霊水芸苧％㌍三二蒜吉
（％）　　　　　　（ml）

粗蛋白　　カリ

含　量　　ウム

（％）（ppm）

ふくひびき　　　75．9　　21．7　　28．8　133．1　38．47　　8．80 2．0　　　4．13　　　511

1991年　　チヨニシキ　　　76．7　　22．8　　31．1　136．3　43．49　　8．58　　1．8　　4．49　　452
トヨニシキ　　　76．5　　23．9　　30．9　　129．3　　44．87　　8．34 2．2　　　5．34　　　372

ふくひびき　　　75．9　　21．9　　30．7　140．1　40．8 9．40　　1．8　　　4．99　　　511

1992年　　チヨニシキ　　　76．9　　21．5　　32．1　149．3　　47．1　10．85　1．8　　5．23　　497
トヨニシキ　　　77．0　　22．1　　31．4　142．1　43．8 10．60　　　2．1　　5．39　　　420

注1）吸水率比：（吸水性120分／吸水性20分）×100
2）酒造掛米の適性範囲：蒸米吸水率＝40％前後，直糖＝7％以上（高い方が良い），フォルモール態N＝1．8～2．1

mg，粗蛋白含量＝5～6％（低い方が良い），カリウム＝400～600ppm前後，吸水率比＝120～130。
3）施肥水準：1991年　基肥N（厄／a）0．7＋穂肥出穂前25日N（kg／a）0．2

1992年　基肥N（厄／a）0．7十穂肥出穂前25日N（kg／a）0．2＋出穂前15日N（短／a）0．2
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図1施肥法と白米粗蛋白含量
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4　ま　と　め

「ふくひびき」は，現在掛米として利用されている「ト

ヨニシキ」，「チヨニシキ」に比べて収量性が高い。また，

酒造特性は「トヨニシキ」．「チヨニシキ」に比べて吸水性，

蒸米吸水率が劣るものの，粗蛋白含量が低く良質であるこ

とが認められた。以上のことから「ふくひびき」は収量性，

酒造特性いずれの面からも一般酒の掛米として充分対応で

きると考えられる。
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